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症 例 報 告

は じ め に

　巨大な円孔を伴うMHは通常の ILM剥離による硝子
体手術ではMHの閉鎖が得られにくい難治性MHと認
識されている．近年，難治性MHに対し，Michalewska 
らは Inverted Internal Limiting Membrane（ILM）Flap 
Technique（以下，Inverted法）を考案し良好な成績
を報告した ．Inverted法は円孔周囲の ILMを円孔
縁に付着させたままの状態で全周翻転し，円孔内に押
し込める操作を必要とする手技である．今回，巨大円
孔MHにこの Inverted法を用いてもMHの閉鎖が得
られなかった 症例に対し，再手術時に ILM自家移
植法 を施行しMHの閉鎖が得られたので報告する．

症 例

〔症例 歳，女性．
年前の右眼白内障手術後より視力低下を自覚，

年近医にて陳旧性のMHと診断を受け当院紹介
となる．初診時所見は，右眼視力

左眼視力
眼圧は右眼 左眼 検

眼鏡的に前眼部は異常なし，中間透光体は眼内レンズ
挿入眼，眼底所見は右眼黄斑部にMHを認め，さらに
光干渉断層計（Optical Coherence Tomograph, OCT）
にて，円孔最大径は 円孔最小径 図
と巨大円孔の範疇に属し難治性MHと診断した．
MHに対する治療のため，白内障手術併用経毛様体
扁平部硝子体切除，人工的後部硝子体剝離作製，ブリ
リアントブルー で ILMを染色
し，Inverted法による ILMを円孔縁周囲まで剥離し，
円孔内に ILMを埋め込むように翻転した後，液 空
気置換 六フッ化硫黄）ガスタンポナーデ
術を施行した．術後，MHの閉鎖が得られず，OCT
における円孔最大径は 円孔最小径
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要　　　　　旨
　【目的】難治性の黄斑円孔（MH）は従来の硝子体切除とガスタンポナーデに内境界膜（Internal Limiting 
Membrane, ILM）剥離を併用する術式では円孔の閉鎖が得られにくい．近年難治性MHに対し ILMを円孔へ翻転
する方法（Inverted 法）が考案され難治性MHの閉鎖率が向上した．今回，Inverted法を用いたにもかかわらず
閉鎖が得られなかった 例において再手術時に ILM自家移植法を用いMHの閉鎖を認めたので報告する．【症例】
症例 ） 歳，女性．初診時患眼矯正視力（ ），血管アーケード下方に多数の軟性白斑とMHを認め Inverted 
法併用硝子体手術施行．MH非閉鎖のため ILM自家移植法による再手術を施行．術半年後の経過観察時，MHの閉
鎖を認め，矯正視力（ ）と改善した．症例 ） 歳，女性．初診時患眼矯正視力（ ），MHを認め，Inverted 
法併用硝子体手術施行．MH非閉鎖のため か月後 ILM自家移植施行．再手術 年後の経過観察時，MH閉鎖網膜
復位を認め，矯正視力（ ）に改善した．【結論】難治性の MH に対して Inverted 法を用いてもMHの閉鎖が得
られなかった症例に，ILM自家移植法による再手術は有用と考えられた．
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を認めた（図 そのため か月後に ILM自家移植
法施行した．再手術時 BBGにて前回の手術時に切除
した ILMの断端を中心に ILMの染色を行い円孔径に
相当する大きさの ILMを切除し円孔内に移植した．
その後，MHの閉鎖が得られ，術後 か月時の右眼視
力は と改善した（図

〔症例 歳，女性．
　左眼視力低下を自覚，近医にてMHと診断され，
当院紹介となる．
　初診時所見は，右眼視力

左眼視力
眼圧：右眼 左眼

検眼鏡的に前眼部は異常なし，中間透光
体は両眼軽度白内障を認め，眼底所見は左眼にMH
を認め，OCTにおける円孔最大径は 円孔最
小径 図 であったためこの症例も巨大円

孔に属し難治性MHと診断したことから治療は症例
と同様に Inverted法による ILM翻転を併用した硝子
体手術を施行した．しかし術後，MHの閉鎖が得られ
なかった（図 ため か月後に ILM自家移植法を
施行した．その結果，術後MHの閉鎖を認め（図
術後 か月時の左眼視力は に改善した．

考 察

　特発性MHは加齢による硝子体の液化および収縮
に伴い，黄斑部に接線方向の牽引が生じて発症すると
されている．治療方法としては網膜最内層部分にあた
る内境界膜剥離を併用した硝子体手術が広く行われて
きた．しかしMHの進行例（stageⅣ）での閉鎖率は
約 と満足いくものではなかった ．また stageⅣ
に相当する巨大黄斑円孔，陳旧性MH，また外傷性
MHや後部ぶどう腫を伴う長眼軸の強度近視眼に発症
したMHは難治性のMHとされ，閉鎖に苦慮する場

図 　症例 OCT画像　最終受診時

図 　症例 OCT画像　初診時

図 　症例 OCT画像　初回手術後
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合が多く ，通常の ILM剥離法での難治性MHへの
硝子体手術では円孔閉鎖に限界が認められていた．近
年そのような難治性MHに対する新たな手術手技と
して，これまでは手術時に完全に除去していた ILMを
円孔縁に接着した状態で翻転し，円孔内部に埋没，或
いは円孔上を被覆する Inverted法が開発された ．
Inverted法の手術成績について難治性の強度近視MH
巨大円孔においては Kuriyamaらは閉鎖率 ，
Michalewskaらは 閉鎖が得られたと報告してい
る ．通常の ILM剝離法と比べ，Invertedでは反転
させた ILMが網膜組織の架橋形成に寄与しグリオー
シスを促進させる効果があると推測されている ．黄
斑円孔術後の閉鎖は自然閉鎖の場合と同じく，円孔の
上に網膜がせり出して架橋した後，中心窩剝離が徐々
に吸収され閉鎖されると報告されている ．Shiodeら
は実験モデルにおいて，ILMがミューラー細胞のグ
リオーシスを誘発するのみならず，ミューラー細胞の

遊走および増殖の足場となり活性化したミューラー細
胞によって産生された神経栄養因子および線維芽細胞
増殖因子が円孔を被覆している ILMを介して円孔内
に供給されることが円孔の閉鎖に関与している可能性
について言及している ．今回初回手術時に Inverted
法を施行したにもかかわらず円孔閉鎖が得られなかっ
た症例に対し，円孔から離れた網膜の ILMを遊離弁
として再手術時に自家移植することで閉鎖が得られ
た．これまでに ILM自家移植の難治症例への施行は
報告されていたが ，Inverted法によっても閉鎖が得
られなかった症例に再手術時に ILM自家移植法を用
いた報告は我々が知る限り見当たらない．ILM自家
移植法は元来通常の ILM剥離法によって手術がなさ
れてもなおMHが閉鎖しなかった症例に対して行わ
れたのが始まりで，手術手技としてはかなり煩雑で難
しく，特に術中，術後に移植片の喪失の可能性があ
り，その場合にはMHの閉鎖が得られることはなく，

図 　症例 OCT画像　最終受診時

図 　症例 OCT画像　初診時

図 　症例 OCT画像　初回手術後
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MHの初回手術において自己移植法は適応外である．
したがって今回の症例は 例とも円孔の大きさが巨大
であり難治性のMHであったことから初回手術は
Inverted法を選択した．初回手術後の結果円孔閉鎖
は得られなかったことに関しては，術後の OCT画像
では円孔非閉鎖の原因は特定できないが，翻転された
ILMが術中の空気置換時に翻転が円孔の外へ逆転し
たのかもしくは円孔縁から遊離したものと推測され
る．再手術後円孔の閉鎖は認められたが，現在のとこ
ろ網膜外層構造の再構築には至らない症例もあり，手
術手技によるものか難治性MHであるが故に再構築
に限界があるためかは不明である．しかしながら網膜
外装構造が得られずとも円孔閉鎖はさらなる視機能の
低下や黄斑円孔網膜剥離への進行を予防する意味にお
いて重要であると考えられる．今回我々が経験した
症例の治療経過から，初回手術において通常の ILM
剝離や Inverted法で円孔閉鎖が得られなかったMH
に対して，ILM自家移植法が有用であると示唆され
た．
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　眼科手術の進歩はめざましく，かつては不治の疾患
であった黄斑円孔も現在はほとんどの症例で閉鎖を得
られるようになった．しかしながら巨大黄斑円孔や強
度近視に伴う黄斑円孔などの難治性の黄斑円孔におい
ては，いまだに治療に苦慮することが多い．近年，そ
のような症例についても Inverted flap法などによって
円孔の閉鎖が得られるとの報告がされるようになり，

我々の施設でも積極的に取り組み良好な成績を得てい
る．本稿ではそれらの方法でもなお閉鎖が得られなかっ
た症例に対して内境界膜の自家移植の有用性について
述べている．
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